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人間工学専門資格制度
第一期認定をめぐって

労働科学研究所
酒井一博

日本人間工学会
人間工学専門家資格認定委員会
日本人間工学会
○設立：１９６４年
○会員：２０００人強
○会長：大久保尭夫（日大教授）
人間工学専門家資格認定委員会
○１９９４年以来活動

ＩＥＡ（国際人間工学会）
○３６ヵ国加盟
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人間工学の主要な応用領域

１．製品開発における
インターフェース・
デザイン領域

２．産業現場における
保健・安全対策の

　　実践領域
３．生活場面における
生活者の支援方策

　　領域

１．より使いやすい機器
デザイン（ユーザビリ
ティ）

２．腰痛予防、ＶＤＴ指
針、疲労・ストレス対
策（働き方）

３．社会のインフラ整備
（ユニバーサルデザイ
ン）、賢い生活者

専門資格制度制定の背景

○質の確保とレベルアップ
○社会的地位の向上
○ＰＬ法などの社会的ニーズに対
応した体制の整備
○国際的整合性

（第一期委員会報告書より）
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専門資格制度の位置付け

日本人間工学会に（普及）戦略はあった
（ある）のか
１．資格制度設立の切実な動機はあったのか；
普及する側の論理が先行？
　　人間工学のプロとしての自立要求の脆弱さ
２．大学人（教育側）の教養？
３．国際的な動向

専門資格の国際動向
ＰＥ（Professional ）
ＢＣＰＥ
ＣＲＥＥ

ＩＥＡ

米国
欧州

国際人間工学会

 Ergonomist



4



5

日本人間工学会
人間工学専門家資格認定委員会
第１期（ 年～）
第２期（

1994
年～）

第３期（

1997

年～）

第４期（

1999

年～）

委員長菊池安行
委員長岸田孝弥
（

2001

年1999 月報告書）
委員長岸田孝弥
（

5

年2000 月報告書）
委員長岸田孝弥
（

6

年2002 月1 日資格
制度の創設について
の答申）

15

日本人間工学会と産業界・通産省
との共同委員会

人間工学専門家資格認定制度の調査報告書（
年

96
月、人間生活工学研究センター）：委員

長菊池安行
人間工学専門技術の人材育成委員会報告書（

3

年
98

月、日本人間工学会、人間生活工学研究
センター）：委員長井谷徹
人間工学専門資格制度推進委員会報告（

12

年00
月、日本人間工学会、人間生活工学研究セン
ター）：委員長小木和孝

人材育成という国策の一環

12
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資格の要件
（資格認定試験に合格する）
受験要件
専門知識の習得

実務経験

人間工学に関する専門
教育習得３年以上も
しくはそれと同等以
上の専門教育習得歴
人間工学の実際的応用
に関する実務経験２
年以上

国際的相互認証の可能性追求：ＩＥＡの基準クリア

人間工学専門家資格受験要件に
関する各国比較
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人間工学の専門知識
［Ⅰ］人間工学の原理
［Ⅱ］人間特性
［Ⅲ］人間の特性の測定・評価
［Ⅳ］環境特性
［Ⅴ］人間工学の応用（＊）
［Ⅵ］人間工学評価（＊＊）

（＊）生活・産業場面で人間が使用する機器の設計、
インターフェースの設計、システムの設計ならびに
安全・健康・福利に関する応用性の高い分野
（＊＊）人間工学の統合原理に基づく実際的な応用
場面における使いやすさ、働きやすさ、安全性、生
産性などからの分析・評価

専門資格取得までのステップ

日本人間工学会 ＩＥＡ

補完教育
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第一期認定試験実施への道のり
年2002 月6

年2002 月11

年2002 月

資格制度設立準備委員
会の創設
第一期認定試験の実施
決定（第

12

回理事
会）
第一期認定試験実施の
公告

103

日本人間工学会
認定人間工学専門資格制度

●「認定人間工学専門家」とは、人間工
学分野の業務を担当するのに必要な知
識、技術、問題解決能力が一定水準に
あると学会が認定し、認定人間工学専
門家名簿に登録した者
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第一期認定試験
資格制度立ち上げのための移行措置
○４年生大学を卒業している日本人間工
学会の正会員もしくは名誉会員
○実務経験がフルタイム換算で 年以上
○実務経験に関する作品や改善などの実
践事例が３例以上

10

第一期認定試験スケジュール

年02 月12 日20

年03 月1 日31
年03 月2 日～1 月3 日14
年03 月3 日31
年03 月4 日～1 月4 日30
年03 月中旬

募集開始（学会誌上お
よび学会ＨＰ上で公
告）
応募書類提出締切
審査期間
合格者発表
登録手続き期間
第一期認定者氏名発表5
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第一期認定試験

受験者数
１４５名

合格者数
１２４名
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リカレント教育

資格の有効期間
５年ごとの書き換え

人間工学普及戦略

１．資格はこれからどこまで使えるか
ビジネスモデルはつくれるか
コンサルタント業は根付くか
現状は何もない、国際認証へ行き詰まり

２．人間工学手法の開発・普及が生命線
３．底辺の拡大はどこまで可能か
一貫教育の可能性：大学教育と現場との連携
生活者や経営者への普及
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現状では、ＩＥＡからの認証を
得ることは難しい

人間工学の得意領域

○ユーザビリティの向上
○筋負担・視覚負担の改善
○作業スペースの快適化
○作業編成の適正化・弾力化
○作業組織・チームワークの活性化

手法開発と人間工学アセスメント法の普及



13

日本産業衛生学会
産業疲労研究会

リスクアセスメントツール３点セット
（１）自覚症しらべ
（２）身体疲労部位
（３）作業条件チェックリスト

年2003 月選定

ほぼ、同じ趣旨でＩＳＯの規格化をすすめている
ＩＳＯ／ＴＣ１５９／ＳＣ３／ＷＧ５
　（議長：井谷徹名古屋市立大学教授）

4

リスクアセスメントに沿った
ツールの使用法

職
場
の
状
況
把
握

危
害
要
因
の
把
握

リ
ス
ク
の
評
価

改
善
策
の
評
価

グループワーク

作業条件チェックリスト
を利用した職場点検
グループ討議による
改善策の検討
自覚症しらべ
疲労部位しらべ

自覚症しらべ
疲労部位しらべ
による客観評価
グループ討議
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関連学協会の動き
ＪＡＢＥＥ
経済産業省

産業保健人間工学会
ユーザビリティ学会
産業技術部会

日本技術者教育認定機構
人間工学人材育成カリキュ
ラムの開発
作業管理士？
？
？

日本技術者教育認定機構

ＪＡＢＥＥ

年03 月7 日
朝日新聞

20



15

認定人間工学専門家部会
設立総会

日時：０３年８月２日（土）
１５～１７時

場所：東京芸術大学


